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　水を抜いたビオトープの中に入って、そこにすむ生き物を観察しましょう。
����　10月２日（土）午前10時～正午〈15分前から現地で受け付け開始〉
　　　　　※雨天の場合は、翌３日（日）に順延します。
����　総合公園ビオトープほか　
����　小学生（低学年は保護者同伴で）・先着25組　
����　筆記記具、帽子、　
　　　　　タオル、水筒、軍手、
　　　　　古い運動靴、着替え
　　　　　＊あれば、タモ網・ス
　　　　　　コップ・水槽・ざる
　　　　　※汚れてもよい服装
　　　　　　でお越しください。
�����　電話で環境課へ
　　　　　※定員になり次第、
　　　　　　受け付けを終了
　　　　　　します。
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　ＡＴＣミュージアム（大阪南港）で、10月
９日から開催される「地球最古の恐竜展」の
展示品について、わかりやすく解説します。
���　10月８日（金）午前10時30分～正午
���　ルナ・ホール　���　先着600人
����　恐竜誕生の謎に迫る　���　
北海道大学総合博物館准教授・小林快次氏
�����　往復はがきに、事業名・住所・
氏名・電話番号・参加人数（１人または２人）
を記入の上、９月30日（木）までに、公民館
「NHK公開セミナー・恐竜展」係へ。先着600人のかたに、招待券をお送りします。

　大阪市立美術館で、10月９日から開催される「住吉
さん」の展示品について、わかりやすく解説します。
���　10月20日（水）午後２時～３時30分　���
ルナ・ホール　���　先着600人　����　これ
ぞ住吉パワー！住吉大社と和歌・源氏物語　����
帝塚山学院大学名誉教授・鶴崎裕雄氏　�����　
往復はがきに、事業名・住所・氏名・電話番号・参加人数
（１人または２人）を記入の上、10月６日（水）までに、
公民館「NHK公開セミナー・住吉さん」係へ。先着600
人のかたに、招待券をお送りします。
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���　10月７日～11月４日（木）午前10時～11時30分＜全４回＞
����市民センター401室　���　60人　���　「夫婦同
伴文化はなぜ根付きにくかったか」「生き甲斐をなぜ求めるの
か」「葬式と結婚式はなぜ変わるのか」ほか　���　「上方芸
能」発行人・木津川計氏　����　1,700円　�����　講
座名・住所・氏名・電話番号を記入の上、９月28日（火）までに、
はがきまたはファクスで、公民館へ〈市内在住のかた優先〉
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���　10月15日（金）午前10時～11時30分
����市民センター音楽室　���　
先着20人〈ＰＴＡは別枠〉　����　「ゴ
リラの子育て　人間の子育て」　���　
京都大学准教授・山極寿一氏　����　
400円〈ＰＴＡ会員は無料〉　���　１
人・400円　�����　電話またはファ
クスで公民館〈ＰＴＡ会員は所属のＰＴＡ〉へ。託児希望のかた
は、その際に申し出てください。
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　全市の市街図のほか、市章の由来、市の木・市の花の紹
介、市内の主な施設・窓口案内、歴史や見て歩きマップな
どを掲載しています。お１人に１部を、市役所１階行政
情報コーナー、ラポルテ市民サービスコーナーで差し上

げています。
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　画家として約40年間に手がけた絵画・素描約90点を通して、天王寺谷が
求めた「風土」を再発見すると同時に、土地に根ざすことの大切さを改め
て見直します。

　市制施行70周年を迎えるにあたって、住宅都市の形成はもとより、そ
の文化的特性について集積されたコレクションとともに女性の社会進出
といった観点からも紹介します。
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���　９月17日（金）午後１時30分～３時　���　講義室　���
歌・加藤純子/ピアノ・沖倫子/I LOVE ASHIYA　����　500円（観覧
料含む）*歌集をお持ちでないかたは歌集代1,000円（『愛唱名歌』野ばら社）

�������	
��
�����������������

�������	
��

��������	
�������

������

��������������
�������	
���
�����

�
�
��
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
	
�

�������	
��
����������	
��
����

��������	���������	
��
��������

���������	
��
���������	�
��
���

�������	
��
�������

�������	
����
����������

　
「
芦
屋
に
み
ど
り
を
増
や
す
運
動
」を
始

め
ま
す
。
ル
ー
ル
は
、
簡
単
で
す
。

　

拾
っ
た
ど
ん
ぐ
り
を
持
っ
て
き
て
も
ら

う
と
、「
ど
ん
ぐ
り
通
帳
」を
発
行
し
ま
す
。

　

ど
ん
ぐ
り
一
個
を
一
ド
ン
グ
リ
と
し
、

百
ド
ン
グ
リ
集
ま
っ
た
ら
、
春
に
一
本
の

苗
木
と
交
換
し
ま
す
。

　

そ
の
苗
木
を
、
み
ん
な
で
総
合
公
園
に

植
樹（
日
程
は
後
日
通
知
）し
ま
す
。

　

あ
な
た
の
集
め
た
ど
ん
ぐ
り
で
、
芦
屋

に
み
ど
り
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
！
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・
午
前
十
時
〜
午
後
六
時

　
　
　
　
　
　

・
モ
ン
テ
メ
ー
ル
四
階
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・
午
前
九
時
〜
午
後
五
時

　
　
　
　
　
　

・
総
合
公
園
管
理
事
務
所
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私
は
、現
在
も
住
ん
で
い
る
宮
川
町
で
、

生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。戦
前
は
、か
な
り
広

い
敷
地
に
大
家
族
で
住
ん
で
い
た
の
で
す

が
、昭
和
二
十
年
八
月
の
空
襲
で
焼
け
ま

し
た
。、戦
後
は
そ
の
敷
地
の
真
ん
中
に
道

が
通
る
こ
と
に
な
り
、土
地
は
二
つ
に
分

か
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

父
の
死
後
、兄
弟
で
分
け
て
、そ
れ
ぞ
れ

が
家
を
建
て
ま
し
た
。結
婚
後
は
、夫
の
転

勤
で
東
京
や
大
阪
・
神
戸
に
住
ま
い
を
移

し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、昭
和
三
十

九
年
、こ
の
地
に
戻
り
ま
し
た
。

　

宮
川
小
学
校
の
思
い
出
は
、入
学
し
た

昭
和
九
年
に
始
ま
り
ま
す
。そ
の
年
の
九

月
に
室
戸
台
風
が
来
て
、友
人
た
ち
の
家

も
高
潮
で
浸
水
す
る
な
ど
大
き
な
被
害
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
五
年
生

だ
っ
た
昭
和
十

三
年
七
月
に
は
、

谷
崎
潤
一
郎
の

『
細
雪
』に
描
か
れ
て
い
る「
阪
神
大
水
害
」

が
あ
り
ま
し
た
。

　

阪
神
間
に
三
日
間
降
り
続
い
た
大
雨
は
、

芦
屋
川
や
宮
川
の
上
流
の
土
砂
や
木
々
を

巻
き
込
み
濁
流
と
な
っ
て
、泥
水
が
流
域

の
町
々
に
溢
れ
出
し
ま
し
た
。

　

宮
川
小
学
校
で
も
校
舎
の
中
ま
で
水
浸

し
と
な
り
、机
や
い
す
が
浮
い
て
流
れ
出

る
ほ
ど
で
し
た
。復
旧
に
は
先
生
や
児
童

だ
け
で
な
く
、旧
制
中
学
生
や
近
隣
の
人
・

消
防
団
も
一
緒
に
、何
日
も
片
付
け
し
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

卒
業
後
の
昭
和
二
十
年
、空
襲
で
木
造

の
校
舎
は
全
焼
し
ま
し
た
。で
も
、コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
の
校
舎
は
、内
側
が
一
部
焼
け

な
が
ら
も
、ほ
と
ん
ど
ど
そ
の
ま
ま
残
っ

て
い
た
の
で
、ほ
っ
と
し
た
こ
と
で
し
た
。

　

さ
て
、富
田
砕
花（
叔
父
）と
マ
チ（
叔

母
）は
大
正
九
年
結
婚
し
て
、公
光
町
・
茶

屋
之
町
に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、昭
和
七

年
宮
川
町
に
、昭
和
十
四
年
に
は
、隣
家
で
、

以
前
谷
崎
潤
一
郎
さ
ん
の
住
ん
で
い
た
現

旧
居
に
住
み
始
め
ま
し
た
。

　

叔
母
は
父
の
妹
で
、仕
事
を
し
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、同
じ
町
内
に
来
て
か
ら
は
、

夕
食
は
一
緒
に
す
る
な
ど
、食
事
は
ほ
と

ん
ど
母
が
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
こ
ろ
の
叔
父
の
詩
作
に
つ
い
て
は

あ
ま
り
知
り
ま
せ
ん
が
、宮
川
小
学
校
の

校
歌
の
補
訂
や
、甲
子
園
中
等
学
校
野
球

大
会
の
歌
、社
歌
、市
歌
な
ど
作
っ
て
い
ま

し
た
。

　

交
友
関
係
も
多
彩
で
、学
者
・
歌
人
・

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
な
ど
、い
ろ
ん
な
人
が

訪
ね
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
散
歩
」と
称
し
て
出
か
け
た
か

と
思
う
と
、韓
国
や
中
国
ま
で
行
っ
て
し

ま
う
と
い
う
よ
う
な
人
で
し
た
。

　

昭
和
十
九
年
ご
ろ
か
ら
町
内
会
長
を
し

て
お
り
、空
襲
の
時
に
は
町
内
会
の
書
類

を
大
切
に
抱
え
て
避
難
し
て
い
ま
し
た
。

…
自
分
の
本
は
、み
ん
な
焼
け
て
し
ま
い

ま
し
た
の
に
ね
。

　

私
が
小
学
生
だ
っ
た
こ
ろ
は
、宮
川
小

学
校
は
現
在
の
県
立
芦
屋
高
校
の
場
所
に

に
あ
り
ま
し
た
。焼
け
残
っ
た
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
校
舎
に
芦
高
が
同
居
し
、や
が

て
宮
川
小
学
校
は
南
宮
町
に
移
り
ま
し
た
。

　

今
で
も
、県
立
芦
屋
高
校
の
前
を
通
り

ま
す
と
、そ
の
こ
ろ
の
こ
と
が
懐
か
し
く

思
い
出
さ
れ
ま
す
。　

　

つ
ら
い
思
い
出
も
あ
り
ま
す
が
、芦
屋

は
私
の
故
郷
で
す
し
、宮
川
小
学
校
は
か

け
が
え
の
な
い
母
校
で
す
。

　

そ
ん
な
芦
屋
も
母
校
も
、い
つ
ま
で
も

あ
た
た
か
い
気
持
ち
で
思
い
出
せ
る
…
、

そ
ん
な
存
在
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
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昭
和
三
年
、精
道
村
打
出
下
宮
塚（
現
宮

　

川
町
）に
生
ま
れ
。宮
川
小
学
校
、県
立

　

第
一
女
学
校
卒
。昭
和
二
十
七
年
結
婚
。

　

詩
人
で
あ
り
兵
庫
県
文
化
の
父
と
い
わ

　

れ
た
富
田
砕
花
の
姪
。宮
川
町
在
住
。
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���　9月25日（土）午後１時30分～３時30分　����講義室
���　谷崎潤一郎「新新訳源氏物語・雨夜の品定め」にちなみ、久
世光彦「雨の匂い」・幸田文「雨」などの解説と朗読　���　篠原
嘉彦当館事務局長　���　ＲＳＴメンバー・加藤順子、松島和子
■���30人＜要予約＞　����　1,000円（入館料・ドリンク
代含む）　�����　左記へ

���　９月23日（木・祝）午前10時30分～正午　���　講義室
���　作家・柳谷郁子氏　����川端康成作「眠れる美女」を
取り上げ、作品の背景・作家の心情などを話します　���　16人
����　2,300円　�����　下記へ
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���　11月15日（月）午後６時30分～（６時開場）　
���　ルナ・ホール　���　松永貴志（ピアノ）・
坂崎拓也（ベース）・竹田達彦（ドラム）　�����
前売2,500円/当日3,000円　�������	　市民
センター事務所・グリル業平・市役所売店・ローソン
チケット（Ｌコード53855）

※９月22日（水）からチケット販売開始予定
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�����　①10月14日（木）午前10時～11時30分
　　　　　　②10月28日（木）午前10時～11時30分
�����　ウィザスあしや
�� � �　①生の声のちから　②ことばのちから
�����　｢絵本で子育て｣センター・絵本講師
�����　先着20人（子ども同伴 可）子育て中の
　　　　　　かた・プレパパ・プレママ・祖父母・子育
　　　　　　て支援に携わるかた
�����　｢絵本で子育て｣センター絵がお
�����　２歳から就学前までの幼児・先着８人、１人300円<要予約>
�����　講座名「絵本」・住所・氏名・子どもの同伴または一時保育の有無
　　　　　　（希望する場合は子どもの名前・年齢月齢）・電話（ファクス）番号
　　　　　　を記入し、はがき・電話・ファクス・または窓口へ
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�����　女性による作品の個展
　　　　　　（グループ展は不可）
�����　１カ月
�����　搬入・搬出は個人負担
�����　絵画・写真・書道・版画・染色など　
　　　　　　（額等で表装、壁面掲示可能なもの）
　※展示場での作品の売買は、できません。

�����　10月４日（月）午後１時30分～３時30分（１時開場）　
�����　ルナ・ホール　
�����　畑儀文（テノール）・中村朋子（ソプラノ）・
　　　　　　井本英子（ピアノ）　
�����　シクラメンのかほり／知床旅情／　　
　　　　　　川の流れのように／長崎の鐘　ほか　
�����　先着250人
�� � �　前売券500円
�����　事前に公民館で前売券をお求めください　
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